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定款の一部変更に関するお知らせ 

 

当社は、平成 26 年８月 21日開催の取締役会において、「定款一部変更の件」を平成 26年９月

26 日開催予定の第 10 回定時株主総会に付議することを決議致しましたので、下記の通りお知ら

せ致します。 

記 

 

１. 変更の理由 

(1) 今後の当社の事業内容の多角化、新規事業への進出等に対応するため、事業の目的事項

を変更するものであります。（変更案第２条） 

(2) 経営体制の充実を図るため、取締役の中から会長等の役付取締役を選定できることとし、

また、株主総会及び取締役会の招集権者及び議長を取締役会長に変更するものでありま

す。（変更案第14、22、23条） 

(3) 法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠監査役に関する規定を新

設して補欠監査役の選任決議の有効期間を定めるとともに、補欠監査役が監査役に就任

した場合の任期を明確にするものであります。（変更案第35、36条） 

 

２. 変更の内容 

変更の内容は次の通りであります。          （下線は変更部分を示します。） 

現 行 定 款 変 更 案 

（目的） （目的） 

第２条 当会社は、次の事業を営むことを目的とす

る。 

第２条 当会社は、次の事業を営むことを目的とす

る。 

１．～30．（条文省略） １．～30．（現行どおり） 

31．旅行業法に基づく旅行業及びその代理業 

32．療術業 

（新設） 

 

（新設） 

（新設） 

（新設） 

33．上記各号に付帯又は関連する一切の業務 

（削除） 

31．（現行どおり） 

32．各種旅行の企画、立案及び販売並びに旅

行業、旅館業及びその代理業 

33．宅地建物取扱業 

34．建設業 

35．一般乗用旅客自動車運送事業 

36．（現行どおり） 

 

 



現 行 定 款 変 更 案 

（招集権者及び議長） 

第14条 株主総会は、法令に別段の定めある場合を

除き、取締役会の決議に基づき取締役社長が

これを招集し、かつ議長となる。 

  ２ 取締役社長に欠員又は事故があるときは、予

め取締役会の決議をもって定めた順位に従

い、他の取締役がこれにあたる。 

 

（招集権者及び議長） 

第14条 株主総会は、法令に別段の定めある場合を

除き、取締役会の決議に基づき取締役会長が

これを招集し、かつ議長となる。 

  ２ 取締役会長に欠員又は事故があるときは、予

め取締役会の決議をもって定めた順位に従

い、他の取締役がこれにあたる。 

 

（代表取締役） 

第22条 （条文省略） 

  ２ 取締役会は、その決議によって取締役社長１

名を選定する。 

 

（代表取締役及び役付取締役） 

第22条 （現行どおり） 

  ２ 取締役会は、その決議によって、取締役会長、

取締役副会長、取締役社長及びその他役付取

締役を選定することができる。 

 

（取締役会の招集権者及び議長） 

第23条 取締役会は、法令に別段の定めがある場合

を除き、取締役社長がこれを招集し、かつそ

の議長となる。取締役社長に事故があるとき

は、予め取締役会の決議をもって定めた順位

に従い、他の取締役がこれにあたる。 

 

（取締役会の招集権者及び議長） 

第23条 取締役会は、法令に別段の定めがある場合

を除き、取締役会長がこれを招集し、かつそ

の議長となる。取締役会長に事故があるとき

は、予め取締役会の決議をもって定めた順位

に従い、他の取締役がこれにあたる。 

 

 

現 行 定 款 変 更 案 

（監査役の選任） 

第35条 （条文省略） 

  ２ （条文省略） 

    （新設） 

 

 

 

    （新設） 

 

（監査役の選任） 

第35条 （現行どおり） 

  ２ （現行どおり） 

  ３ 当会社は、会社法第329条第２項の規定に基

づき、法令に定める監査役の員数を欠くこと

となる場合に備えて、株主総会において補欠

監査役を選任することができる。 

  ４ 前項の補欠監査役の選任に係る決議が効力

を有する期間は、当該決議後４年以内に終了

する事業年度のうち最終のものに関する定

時株主総会の開始の時までとする。 

 

（監査役の任期） 

第36条 （条文省略） 

  ２ 補欠として選任された監査役の任期は、退任

した監査役の任期の満了する時までとする。 

 

（監査役の任期） 

第36条 （現行どおり） 

  ２ 補欠として選任された監査役の任期は、退任

した監査役の任期の満了する時までとする。

ただし、前条第３項により選任された補欠監

査役が監査役に就任した場合は、当該補欠監

査役としての選任後４年以内に終了する事

業年度のうち最終のものに関する定時株主

総会の終結の時を超えることができないも

のとする。 

 

 

以  上 


